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(57)【要約】
【課題】受信可能なエリアの広さが異なった複数種類の
デジタル放送を受信する場合であっても、ユーザによる
処理の煩雑さを抑制する技術を提供する。
【解決手段】選択部４４は、複数の物理チャンネルのう
ちのいずれかを選択する。チューナ部１２は、選択した
物理チャンネルのデジタル放送信号を受信する。抽出部
４０は、受信したデジタル放送信号から、選択した物理
チャンネルのデジタル放送信号を受信可能な地域に関す
る受信可能地域情報を抽出する。管理部４２は、抽出し
た受信可能地域情報と、選択した物理チャンネルとを対
応づけて管理する。管理部４２は、広域な領域を特定す
るための情報と、狭い領域であることを示した情報とに
分類しながら、管理を実行する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の物理チャンネルのうちのいずれかを選択する選択部と、
　前記選択部において選択した物理チャンネルのデジタル放送信号を受信する受信部と、
　前記受信部において受信したデジタル放送信号から、前記選択部において選択した物理
チャンネルのデジタル放送信号を受信可能な地域に関する受信可能地域情報を抽出する抽
出部と、
　前記抽出部において抽出した受信可能地域情報と、前記選択部において選択した物理チ
ャンネルとを対応づけた情報の一覧であるチャンネル一覧情報を管理する管理部とを備え
、
　前記抽出部において抽出した受信可能地域情報は、広域な領域を特定するための情報、
あるいは狭い領域であることを示した情報であり、
　前記管理部は、前記チャンネル一覧情報を管理するにあたり、前記抽出部で抽出した受
信可能地域情報に基づいて、前記選択部が選択した物理チャンネルを、広域な領域を特定
するための情報と、狭い領域であることを示した情報とで分類することを特徴とするデジ
タル放送受信装置。
【請求項２】
　位置情報を取得する取得部とをさらに備え、
　前記管理部は、前記チャンネル一覧情報を管理するにあたり、前記抽出部において抽出
した受信可能地域情報が、狭い領域であることを示した情報である場合に、前記取得部に
おいて取得した位置情報をもとに、狭い領域を特定するための情報を受信可能地域情報と
して生成することを特徴とする請求項１に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項３】
　前記管理部は、前記チャンネル一覧情報を管理するにあたり、前記取得部において取得
した位置情報をもとに、狭い領域を特定するための情報を生成した後に、前記取得部にお
いて新たに取得した位置情報をもとに、狭い領域を特定するための情報を補正することを
特徴とする請求項２に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項４】
　前記受信部においてデジタル放送信号を受信すべき放送用回線とは異なった通信ネット
ワークを介して、受信可能地域情報と物理チャンネルとの対応が示された対応関係情報を
受けつける受付部とをさらに備え、
　前記管理部は、前記チャンネル一覧情報を管理するにあたり、前記受付部において受け
つけた対応関係情報を未管理であれば、前記受付部において受けつけた対応関係情報に含
まれる物理チャンネルにそれぞれ対応付けられた受信可能地域情報に基づいて、前記対応
関係情報に含まれる物理チャンネルを、広域な領域を特定するための情報と、狭い領域で
あることを示した情報とで分類しながら、前記受付部において受けつけた対応関係情報を
前記チャンネル一覧情報に追加することを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の
デジタル放送受信装置。
【請求項５】
　前記管理部は、前記抽出部において受信可能地域情報を抽出する前に、複数の物理チャ
ンネルを、広域な領域を特定するための情報と、狭い領域であることを示した情報とで分
類しながら、前記チャンネル一覧情報を予め管理することを特徴とする請求項１から４の
いずれかに記載のデジタル放送受信装置。
【請求項６】
　複数の物理チャンネルのうちのいずれかを選択するステップと、
　選択した物理チャンネルのデジタル放送信号を受信するステップと、
　受信したデジタル放送信号から、選択した物理チャンネルのデジタル放送信号を受信可
能な地域に関する受信可能地域情報を抽出するステップと、
　抽出した受信可能地域情報と、選択した物理チャンネルとを対応づけた情報の一覧であ
るチャンネル一覧情報を管理するステップとを備え、
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　前記抽出するステップにおいて抽出した受信可能地域情報は、広域な領域を特定するた
めの情報、あるいは狭い領域であることを示した情報であり、
　前記管理するステップは、前記チャンネル一覧情報を管理するにあたり、抽出した受信
可能地域情報に基づいて、選択した物理チャンネルを、広域な領域を特定するための情報
と、狭い領域であることを示した情報とで分類することを特徴とする管理方法。
【請求項７】
　複数の物理チャンネルのうちのいずれかを選択するステップと、
　選択した物理チャンネルのデジタル放送信号を受信するステップと、
　受信したデジタル放送信号から、選択した物理チャンネルのデジタル放送信号を受信可
能な地域に関する受信可能地域情報を抽出するステップと、
　抽出した受信可能地域情報と、選択した物理チャンネルとを対応づけた情報の一覧であ
るチャンネル一覧情報を管理するステップとを備え、
　前記抽出するステップにおいて抽出した受信可能地域情報は、広域な領域を特定するた
めの情報、あるいは狭い領域であることを示した情報であり、
　前記管理するステップは、前記チャンネル一覧情報を管理するにあたり、抽出した受信
可能地域情報に基づいて、選択した物理チャンネルを、広域な領域を特定するための情報
と、狭い領域であることを示した情報とで分類することをコンピュータに実行させるため
のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、受信技術に関し、デジタル放送を受信するデジタル放送受信装置および管理
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル放送受信機が移動体に搭載されると、移動しながらデジタル放送信号を受信す
ることが可能になる。移動すると、受信状況や放送局エリアが変化することによって、受
信可能な放送局が変化する。このような状況下において、デジタル放送受信機が、デジタ
ル放送信号を効率よく受信するために、エリア毎に受信可能な放送局のチャンネルのリス
ト（以下、「チャンネルリスト」という）が、予めメモリに記憶される。また、ユーザに
エリアを選択させることによって、エリアに応じて、チャンネルリストが切りかえられる
。ここで、ユーザの利便性を向上させるために、ユーザにエリアを選択させる代わりに、
ＧＰＳによって現在位置の位置情報が検出され、位置情報をもとにエリアが選択される（
例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１１１６０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　これまで説明したデジタル放送は、例えば、一つの都道府県という広域において同一内
容の番組が放送されることを前提とする。なお、ここでいう広域放送とはＡＲＩＢ規格で
いう関東広域などの概念とは異なり、単純に一都道府県単位の広域で受けられる放送を意
味する。さらに、ワンセグメント放送でも、広域において同一内容の番組が放送されてい
る。このようなワンセグメント放送の受信機は、携帯電話装置に搭載されているので、普
及率が高まっている。このような状況において、エリア・ワンセグメント放送の実証実験
が行われている。これは、通常のワンセグメント放送での送信電力よりも小さい送信電力
を使用する。このような送信電力は、微弱電力あるいは小電力とも呼ばれる。微弱電力の
場合の受信範囲は半径約３ｍであり、小電力の場合の受信範囲は半径約１００ｍであるの
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で、広域ではなく局所的な放送となる。
【０００５】
　エリア・ワンセグメント放送は、例えば、店舗の中の放送や、イベント会場内の放送に
使用され、その店舗で売っている商品の情報や、イベント会場のイベントや出演者に関す
る情報を伝送する。つまり、エリア・ワンセグメント放送は、限定的な場所での放送であ
り、放送の内容もその場所に関係したものになる。これは、局所的にしか受信できないた
め、受信機を搭載した移動体は、エリア・ワンセグメント放送がなされているエリア近辺
に行くと、エリア・ワンセグメント放送の信号を受信する。このようなエリア・ワンセグ
メント放送は、広域の放送と比較すると、放送局数が頻繁に増減される。そのため、前述
のチャンネルリストは、ある程度の頻度で更新されるべきである。
【０００６】
　エリア・ワンセグメント放送が含まれている場合でも、放送を効率的に受信するために
、例えば、特定の場所において、チャンネルスキャンがなされると、その結果によりチャ
ンネルリストに新たなチャンネルが追加されたり、チャンネルリストが更新されたりする
。再度その場所に訪れたときに、チャンネルリストから、過去に記憶した周波数情報を取
得し、それを使用してデジタル放送信号が受信される。しかしながら、周波数情報は取得
できるが、エリア・ワンセグメント放送であるか、広域のデジタル放送であるかを分類し
ていなかったために、選局が必要とされる。しかも、選局後に、受信した放送信号の中か
ら、エリア・ワンセグメント放送が特定されなければならない。その結果、ユーザの処理
が煩雑になる。
【０００７】
　本発明はこうした状況に鑑みてなされたものであり、その目的は、受信可能なエリアの
広さが異なった複数種類のデジタル放送を受信する場合であっても、ユーザによる処理の
煩雑さを抑制する技術を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様のデジタル放送受信装置 は、複数の物
理チャンネルのうちのいずれかを選択する選択部と、選択部において選択した物理チャン
ネルのデジタル放送信号を受信する受信部と、受信部において受信したデジタル放送信号
から、選択部において選択した物理チャンネルのデジタル放送信号を受信可能な地域に関
する受信可能地域情報を抽出する抽出部と、抽出部において抽出した受信可能地域情報と
、選択部において選択した物理チャンネルとを対応づけた情報の一覧であるチャンネル一
覧情報を管理する管理部とを備え、抽出部において抽出した受信可能地域情報は、広域な
領域を特定するための情報、あるいは狭い領域であることを示した情報であり、管理部は
、チャンネル一覧情報を管理するにあたり、抽出部で抽出した受信可能地域情報に基づい
て、選択部が選択した物理チャンネルを、広域な領域を特定するための情報と、狭い領域
であることを示した情報とで分類するデジタル放送受信装置。
【０００９】
　この態様によると、広域な領域を特定するための情報と、狭い領域であることを示した
情報とに分類しながら、受信可能地域情報と物理チャンネルとの関係を管理するので、受
信可能なエリアの広さが異なった複数種類のデジタル放送を受信する場合でも処理を分離
できる。
【００１０】
　位置情報を取得する取得部とをさらに備え、管理部は、チャンネル一覧情報を管理する
にあたり、抽出部において抽出した受信可能地域情報が、狭い領域であることを示した情
報である場合に、取得部において取得した位置情報をもとに、狭い領域を特定するための
情報を受信可能地域情報として生成するデジタル放送受信装置。この場合、受信可能地域
情報が、狭い領域であることを示した情報である場合に、取得した位置情報を使用するの
で、受信可能地域を推定できる。
【００１１】
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　管理部は、チャンネル一覧情報を管理するにあたり、取得部において取得した位置情報
をもとに、狭い領域を特定するための情報を生成した後に、取得部において新たに取得し
た位置情報をもとに、狭い領域を特定するための情報を補正するデジタル放送受信装置。
この場合、新たに取得した位置情報をもとに、狭い領域を特定するための情報を補正する
ので、受信可能地域の正確性を向上できる。
【００１２】
　受信部においてデジタル放送信号を受信すべき放送用回線とは異なった通信ネットワー
クを介して、受信可能地域情報と物理チャンネルとの対応が示された対応関係情報を受け
つける受付部とをさらに備え、管理部は、チャンネル一覧情報を管理するにあたり、受付
部において受けつけた対応関係情報を未管理であれば、受付部において受けつけた対応関
係情報に含まれる物理チャンネルにそれぞれ対応付けられた受信可能地域情報に基づいて
、対応関係情報に含まれる物理チャンネルを、広域な領域を特定するための情報と、狭い
領域であることを示した情報とで分類しながら、受付部において受けつけた対応関係情報
をチャンネル一覧情報に追加するデジタル放送受信装置。この場合、通信ネットワークを
介して対応関係を受けつけた場合、これを追加して管理するので、対応関係の正確性を向
上できる。
【００１３】
　管理部は、抽出部において受信可能地域情報を抽出する前に、複数の物理チャンネルを
、広域な領域を特定するための情報と、狭い領域であることを示した情報とで分類しなが
ら、チャンネル一覧情報を予め管理するデジタル放送受信装置。この場合、対応関係を予
め管理するので、対応関係をすぐに使用できる。
【００１４】
　本発明の別の態様は、管理方法である。この方法は、複数の物理チャンネルのうちのい
ずれかを選択するステップと、選択した物理チャンネルのデジタル放送信号を受信するス
テップと、受信したデジタル放送信号から、選択した物理チャンネルのデジタル放送信号
を受信可能な地域に関する受信可能地域情報を抽出するステップと、抽出した受信可能地
域情報と、選択した物理チャンネルとを対応づけた情報の一覧であるチャンネル一覧情報
を管理するステップとを備え、抽出するステップにおいて抽出した受信可能地域情報は、
広域な領域を特定するための情報、あるいは狭い領域であることを示した情報であり、管
理するステップは、チャンネル一覧情報を管理するにあたり、抽出した受信可能地域情報
に基づいて、選択した物理チャンネルを、広域な領域を特定するための情報と、狭い領域
であることを示した情報とで分類する。
【００１５】
　なお、以上の構成要素の任意の組合せ、本発明の表現を方法、装置、システム、記録媒
体、コンピュータプログラムなどの間で変換したものもまた、本発明の態様として有効で
ある。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、受信可能なエリアの広さが異なった複数種類のデジタル放送を受信す
る場合であっても、ユーザによる処理の煩雑さを抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施例１に係るデジタル放送受信装置の構成を示す図である。
【図２】図１のデジタル放送受信装置において受信されるＴＭＣＣ情報のデータ構造を示
す図である。
【図３】図１のデジタル放送受信装置において受信されるＮＩＴ情報のデータ構造を示す
図である。
【図４】図４（ａ）－（ｂ）は、図１のフラッシュメモリに記憶されるチャンネルリスト
のデータ構造を示す図である。
【図５】図４（ａ）－（ｂ）の受信可能地域情報に対応した地域を示す図である。
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【図６】図１のデジタル放送受信装置を搭載した車両の走行状態を示す図である。
【図７】図１のグラフィクス部によって表示される画面を示す図である。
【図８】図１のグラフィクス部によって表示される別の画面を示す図である。
【図９】図１のグラフィクス部によって表示されるさらに別の画面を示す図である。
【図１０】図１のグラフィクス部によって表示される設定画面を示す図である。
【図１１】図１のデジタル放送受信装置によるチャンネルリストの生成手順を示すフロー
チャートである。
【図１２】本発明の実施例２に係るデジタル放送受信装置によるチャンネルリストの生成
手順を示すフローチャートである。
【図１３】本発明の実施例３による補正部の補正前の受信可能地域情報に対応した地域を
示す図である。
【図１４】図１４（ａ）－（ｂ）は、本発明の実施例３によるフラッシュメモリに記憶さ
れるチャンネルリストのデータ構造を示す図である。
【図１５】本発明の実施例３による補正部の補正後の受信可能地域情報に対応した地域を
示す図である。
【図１６】本発明の実施例３に係るデジタル放送受信装置による受信可能地域情報の補正
手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
（実施例１）
　本発明を具体的に説明する前に、まず概要を述べる。本発明の実施例は、デジタル放送
信号を受信するデジタル放送受信装置に関する。ここで、デジタル放送受信装置は、車両
に搭載されていたり、可搬性を有していたりするので、移動可能である。また、デジタル
放送信号として、都道府県のようなある程度広い領域で受信可能な放送信号と、半径数ｍ
から数１００ｍ程度の狭い領域で受信可能な放送信号とが規定されている。以下では、前
者の放送を広域放送といい、後者の放送を狭域放送ということがある。このようなデジタ
ル放送信号を受信する際のユーザの利便性を向上するために、デジタル放送受信装置は、
（１）チャンネルリストを生成・更新するための管理処理、（２）チャンネルリストを使
用して信号を受信するための受信処理を実行する。
【００１９】
　管理処理において、デジタル放送受信装置は、デジタル放送信号を受信し、デジタル放
送信号に含まれた受信可能地域情報をもとに、広域放送と狭域放送とに分けて、チャンネ
ルリストを生成する。その際、広域放送に対して、受信可能地域情報に含まれた地域名が
使用され、狭域放送に対して、受信位置を測位して受信可能地域情報が生成される。受信
処理において、デジタル放送受信装置は、現在の存在位置を測位するとともに、チャンネ
ルリストを参照することによって、チャンネルを設定して、デジタル放送信号を受信する
。その際、広域放送に対して、チャンネルリストをもとにチャンネルが自動的に設定され
、狭域放送に対して、チャンネルリストをもとに狭域放送が受信可能である旨がユーザに
通知された後、ユーザからの受信の指示によってチャンネルが設定される。
【００２０】
　図１は、本発明の実施例１に係るデジタル放送受信装置１００の構成を示す。デジタル
放送受信装置１００は、ＵＨＦアンテナ１０、チューナ部１２、デスクランブラ部１４、
デマルチプレクサ部１６、ビデオデコーダ部１８、オーディオデコーダ部２０、グラフィ
クス部２２、デマルチプレクサ用ＲＡＭ２４、ＧＰＳ測位部２６、スイッチ検出部２８、
ＣＰＵ３０、ＲＯＭ３２、ＲＡＭ３４、フラッシュメモリ３６、ＲＴＣ（Ｒｅａｌ　Ｔｉ
ｍｅ　Ｃｌｏｃｋ）３８を含む。また、ＣＰＵ３０は、抽出部４０、管理部４２、選択部
４４を含む。抽出部４０は、補正部４６を含み、選択部４４は、通知部４８を含む。以下
では、（１）管理処理と（２）受信処理の順に説明する。
【００２１】
１．管理処理
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　ＵＨＦアンテナ１０は、図示しない放送局や中継局からのデジタル放送信号を受信する
。ここで、ＵＨＦアンテナ１０には、複数の物理チャンネルのそれぞれに対応したデジタ
ル放送信号が受信される。また、デジタル放送信号は、前述の広域放送や狭域放送に対応
する。つまり、ＵＨＦアンテナ１０において受信可能なデジタル放送信号は、広域な領域
にて放送されるデジタル放送信号、あるいは狭い領域にて放送されるデジタル放送信号で
ある。ＵＨＦアンテナ１０は、受信したデジタル放送信号をチューナ部１２へ出力する。
【００２２】
　チューナ部１２は、ＵＨＦアンテナ１０から、デジタル放送信号を受けつけるとともに
、後述の選択部４４から、複数の物理チャンネルのうちのいずれかを選択するための指示
も受けつける。チューナ部１２は、複数のデジタル放送信号のうち、指示された物理チャ
ンネルのデジタル放送信号を選択する。チューナ部１２は、選択したデジタル放送信号か
らＴＭＣＣ情報を取得し、それをもとにデジタル放送信号を復調する。ＴＭＣＣ情報では
、選局した物理チャンネルの中の放送信号における強階層、弱階層などの構成が示される
と共にそれぞれの階層で使われる詳細な変調の情報が記載されており、これが取得できな
いと復調できない。なお、復調には、公知の技術が使用されればよい。また、チューナ部
１２には、設定した物理チャンネルに、デジタル放送信号の電波強度が十分であるかを検
出する回路が含まれていてもよい。チューナ部１２は、ワンセグメント放送のみを受信し
てもよいし、フルセグメント放送とワンセグメント放送の両方を受信してもよい。
【００２３】
　デスクランブラ部１４は、チューナ部１２において復調したデジタル放送信号にデスク
ランブルを実行する。図示しない放送局では、フルセグメント放送の有料放送などに対し
て、スクランブルを実行している。これは、そのままでは視聴できないようにするためで
ある。デスクランブラ部１４は、特定のカードなどがデジタル放送受信装置１００に挿入
されていた場合のみに、スクランブルを解く。なお、ワンセグメント放送のように、デジ
タル放送信号にスクランブルがかけられていない場合、デスクランブラ部１４は、デスク
ランブル処理を行わず、信号をそのまま通過させる。デジタル放送受信装置１００が、ワ
ンセグメント放送の受信のみに対応している場合、デスクランブラ部１４は省略されても
よい。
【００２４】
　デマルチプレクサ部１６は、デスクランブラ部１４からのデジタル放送信号を受けつけ
る。デマルチプレクサ部１６は、デジタル放送信号をビデオのデータとオーディオのデー
タとに分離する。デマルチプレクサ部１６は、分離したこれらのデータをデマルチプレク
サ用ＲＡＭ２４に一時的に蓄積させる。その後、デマルチプレクサ部１６は、デマルチプ
レクサ用ＲＡＭ２４からビデオのデータとオーディオのデータそれぞれを、ビデオのデー
タはビデオデコーダ部１８へ出力し、オーディオのデータはオーディオデコーダ部２０へ
出力する。
【００２５】
　ビデオデコーダ部１８は、デマルチプレクサ部１６から、ビデオのデータを受けつけ、
ビデオのデータを復号する。ビデオデコーダ部１８は、復号したビデオのデータをグラフ
ィクス部２２に出力する。グラフィクス部２２は、ビデオデコーダ部１８において復号し
たビデオのデータに、ＧＵＩ（ｇｒａｐｈｉｃｓ　ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）画面
を重畳させて、図示しないモニタに表示させる。オーディオデコーダ部２０は、デマルチ
プレクサ部１６から、オーディオのデータを受けつけ、オーディオのデータを復号する。
オーディオデコーダ部２０は、復号したオーディオのデータを図示しないスピーカに出力
させる。
【００２６】
　ＣＰＵ３０は、チューナ部１２、デスクランブラ部１４、デマルチプレクサ部１６、ビ
デオデコーダ部１８、オーディオデコーダ部２０、グラフィクス部２２をバスによって接
続し、これらを動作させるように制御する。ＣＰＵ３０のバスには、これら以外に、ＣＰ
Ｕ３０のプログラムを格納するためのＲＯＭ３２、ＣＰＵ３０の変数を格納するためのＲ
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ＡＭ３４、フラッシュメモリ３６、ＲＴＣ３８、図示しないリモートコントローラ用Ｉ／
Ｆが接続される。
【００２７】
　デマルチプレクサ部１６は、前述のオーディオのデータとビデオのデータ以外に、デジ
タル放送信号から、ＳＩ／ＰＳＩ情報、データカルーセル情報を抽出し、これらをデマル
チプレクサ用ＲＡＭ２４に一時的に蓄積させる。ＣＰＵ３０は、これらのデータをデマル
チプレクサ部１６を経由してデマルチプレクサ用ＲＡＭ２４にアクセスすることにより取
得する。ＣＰＵ３０は、ＳＩ情報に対して番組表関連の番組情報を整理したり、データカ
ルーセル情報に対してＢＭＬ文書の情報を抽出したりして、それらの結果をＲＡＭ３４に
蓄積させる。ＢＭＬ文書は自動的あるいはユーザの操作によって実行され、その中のグラ
フィクスユーザインターフェース部分はグラフィクス部２２によってモニタに表示される
。フラッシュメモリ３６は、不揮発のメモリであり、電源が切断されても記憶内容を保持
する。フラッシュメモリ３６は、前述のチャンネルリストを記憶する。
【００２８】
　ＲＴＣ３８は、時計であり、水晶発振器を含んで自走で時刻を保持してもよいし、放送
信号からＳＩ情報として抽出した時刻データをもとに時刻を保持してもよい。後者の場合
、ＣＰＵ３０は、デマルチプレクサ用ＲＡＭ２４からデマルチプレクサ部１６経由で、Ｓ
Ｉ情報の中の時刻情報ＴＯＴを取得し、ＲＴＣ３８に保持させる。いずれの場合であって
も、ＣＰＵ３０は、ＲＴＣ３８から時刻データを取得する。スイッチ検出部２８は、デジ
タル放送受信装置１００に備えられた図示しないスイッチへの入力を検出する。デジタル
放送受信装置１００のモニタがタッチパネルである場合、スイッチ検出部２８は、タッチ
パネルの位置検出を実行してもよい。外部にリモートコントローラが接続されている場合
、スイッチ検出部２８は、リモートコントローラからの入力を受けつけてもよい。ＧＰＳ
測位部２６は、デジタル放送受信装置１００の存在位置を位置情報として測位する。なお
、デジタル放送受信装置１００が車両に搭載されている場合、ＧＰＳ測位部２６は、測位
の際に、図示しない車輪のエンコーダ、ジャイロの出力等とを使用してもよい。
【００２９】
　次に、チャンネルリストの生成を具体的に説明する。前提として、ＵＨＦアンテナ１０
において受信可能な複数の物理チャンネルは、１３チャンネルから６２チャンネルまでで
あり、チューナ部１２は、選択部４４の指示に応じて、初期の物理チャンネルを１３チャ
ンネルに設定する。チューナ部１２は、設定した物理チャンネルにおいて、デジタル放送
信号が存在するか否かを判定する。この処理はチャンネルスキャンと呼ばれる。まずデジ
タル放送信号のＣ／Ｎが一定以上あるかどうかを判定する。また、チューナ部１２は、選
択部４４の指示に応じて、１チャンネルずつ物理チャンネルを変更しながら、すべての物
理チャンネルに対してデジタル放送信号があるかどうかを判定する。なお、チャンネルス
キャン開始時に、ＣＰＵ３０は、フラッシュメモリ３６に記憶したチャンネルリストをク
リアする。
【００３０】
　抽出部４０は、デジタル放送信号のＣ／Ｎが一定以上である物理チャンネルに対して、
デジタル放送信号からＴＭＣＣ情報を取得する。また、抽出部４０は、ＴＭＣＣ情報をも
とに、デジタル放送信号の中のセグメント構成、具体的には、ワンセグメント放送が含ま
れているかを確認する。図２は、デジタル放送受信装置１００において受信されるＴＭＣ
Ｃ情報のデータ構造を示す。例えば、Ｂ２７を確認することによって、ワンセグメント放
送の存在を確認する。図１に戻る。抽出部４０は、デマルチプレクサ部１６を通じてＴＳ
をフィルタリングしてＰＡＴ、ＰＭＴ、ＮＩＴを取得する。なお、ワンセグメント放送で
はＰＡＴが含まれていない。その際、ＣＰＵ３０は、デマルチプレクサ部１６に対してセ
クションフィルタを設定して、その結果をデマルチプレクサ用ＲＡＭ２４に格納させる。
抽出部４０は、デマルチプレクサ用ＲＡＭ２４に格納された内容を確認する。
【００３１】
　抽出部４０は、チューナ部１２において受信したデジタル放送信号のＮＩＴ情報から、
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選択部４４において選択した物理チャンネルのデジタル放送信号を受信可能な地域に関す
る情報を抽出する。当該情報が、受信可能地域情報である。図３は、デジタル放送受信装
置１００において受信されるＮＩＴ情報のデータ構造を示す。この中の「ｎｅｔｗｏｒｋ
＿ｉｄ」により狭い地域に限定された情報がわかる。「ｎｅｔｗｏｒｋ＿ｉｄ」が「０ｘ
７ｅ８ｅ」である場合、この放送はエリア・ワンセグメント放送のように狭い地域に限定
された放送である。一方、「ｎｅｔｗｏｒｋ＿ｉｄ」が他の値であれば、各値に対応した
地域の広域放送であり、それぞれの値は放送局固有の数値であり、かつ各放送局はどこの
都道府県で受信すべきかが決められている。つまり、受信可能地域情報は、広域な領域を
特定するための情報、あるいは狭い領域であることを示した情報である。図１に戻る。抽
出部４０は、デジタル放送信号が、広域な領域に対しての放送なのか、狭い領域に対して
の放送なのかを区別する。
【００３２】
　管理部４２は、抽出部４０において抽出した受信可能地域情報と、選択部４４において
選択した物理チャンネルとを対応づけて管理する。その際、管理部４２は、広域な領域を
特定するための情報と、狭い領域であることを示した情報とに基づいて、物理チャンネル
を広域な領域と狭い領域とに分類しながら、チャンネルリストを生成し管理する。なお、
広域な領域を特定するための情報では、具体的な地域名がその放送局が本来受信できる地
域名が決まっているためにわかる。もちろん一部の放送局は隣接の都道府県でも受信でき
ることがある。一方、狭い領域であることを示した情報では、狭い地域に限定された放送
であることが示されているだけで、具体的な地域名が示されていない。そのため、管理部
４２は、抽出部４０において抽出した受信可能地域情報が、狭い領域であることを示した
情報である場合に、ＧＰＳ測位部２６から、エリア・ワンセグメント放送を受信したとき
の位置情報を取得する。管理部４２は、当該位置情報をもとに、狭い領域を特定するため
の情報を受信可能地域情報として生成し、チャンネルリストに記載する。
【００３３】
　図４（ａ）－（ｂ）は、フラッシュメモリ３６に記憶されるチャンネルリストのデータ
構造を示す。図４（ａ）は、広域な領域における放送に対するチャンネルリストであり、
図４（ｂ）は、狭域な領域における放送に対するチャンネルリストである。両方のデータ
構造は同一であり、物理CH欄１１０、狭い領域の放送欄１１２、受信可能地域情報欄１１
４、ＴＭＣＣ情報欄１１６が含まれる。物理CH欄１１０には、物理チャンネルが示される
。狭い領域の放送欄１１２には、狭い領域の放送であるか否かが示される。「ｎｅｔｗｏ
ｒｋ＿ｉｄ」が「０ｘ７ｅ８ｅ」でなければ、各種情報が図４（ａ）に登録され、「ｎｅ
ｔｗｏｒｋ＿ｉｄ」が「０ｘ７ｅ８ｅ」であれば、各種情報が図４（ｂ）に登録される。
「ｎｅｔｗｏｒｋ＿ｉｄ」が「０ｘ７ｅ８ｅ」でない場合、そのときの「ｎｅｔｗｏｒｋ
＿ｉｄ」から特定される放送局が受信される都道府県から地域Ａがわかり、受信可能地域
情報欄１１４に登録される。また、図４（ｂ）の受信可能地域情報欄１１４における地域
Ｚは、ＧＰＳ測位部２６において取得された位置情報に相当する。受信可能地域情報は、
地図情報に対応しており、緯度・経度によって示されている。図５は、受信可能地域情報
に対応した地域を示す。図中の「Ａ」が地域Ａに対応し、「Ｂ」が地域Ｂに対応し、「Ｚ
」が地域Ｚに対応する。図１に戻る。
【００３４】
　管理部４２は、このように生成したチャンネルリストを次のように更新してもよい。図
示しない受付部は、ＵＨＦアンテナ１０、チューナ部１２においてデジタル放送信号を受
信すべき放送用回線とは異なった通信ネットワークに接続される。通信ネットワークは、
例えば、携帯電話回線や無線ＬＡＮである。受付部は、通信ネットワークを介して図示し
ないサーバから、チャンネルリストを受けつける。管理部４２は、受付部からチャンネル
リストを受けつける。管理部４２は、受付部から受けつけたチャンネルリストの中に、フ
ラッシュメモリ３６に記憶させたチャンネルリストに含まれていない情報があるかを確認
する。管理部４２は、含まれていない情報があれば、含まれていない情報に対して、広域
な領域を特定するための情報と、狭い領域であることを示した情報とに基づいて、物理チ
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ャンネルを広域な領域と狭い領域とに分類するとともに、フラッシュメモリ３６に記憶さ
せたチャンネルリストに当該情報を追加して管理する。
【００３５】
　また、管理部４２は、抽出部４０において抽出した受信可能地域情報をもとにチャンネ
ルリストを生成する前であっても、チャンネルリストを予め管理してもよい。ここでも、
チャンネルリストは、広域な領域を特定するための情報と、狭い領域であることを示した
情報とに基づいて、物理チャンネルを広域な領域と狭い領域とに分類されている。このよ
うなチャンネルリストは、製造時にフラッシュメモリ３６い記憶されている。また、以上
の説明では、チャンネルリストには、物理チャンネルの情報が含まれるとしたが、それに
加えてＳＤＴのサービス記述子に書いてあるサービス名が、エリア・ワンセグメント放送
の放送名としてチャンネルリストに記憶されてもよい。また、エリア・ワンセグメント放
送のさまざまなテキスト、音声、画像データの付随情報が、チャンネルリストに記憶され
てもよい。
【００３６】
２．受信処理
　前述のごとく、管理部４２は、チャンネルリストを管理する。ここで、チャンネルリス
トは、物理チャンネルを広域な領域と狭い領域とに分類して管理する。スイッチ検出部２
８は、視聴者から所定のデジタル放送信号を受信する旨の指示を受けつけた場合、指示を
選択部４４に出力する。選択部４４は、スイッチ検出部２８からの指示を受けつけた場合
、その所定のデジタル放送信号の物理チャンネルがチャンネルリストに存在するか否かを
確認する。存在する場合は、選択部４４は、その物理チャンネルが広域な領域に分類され
ているか狭い領域に分類されているかにかかわらず、その物理チャンネルの受信をチュー
ナ部１２に指示する。存在しない場合は、選択部４４は、「放送されていません」などの
メッセージを、通知部４８、グラフィクス部２２を介してモニタに表示する。また、選択
部４４は、ＧＰＳ測位部２６から、位置情報を適宜取得する。選択部４４は、ＧＰＳ測位
部２６からの位置情報をもとに、現在位置において受信可能な狭い領域に分類される物理
チャンネルがあるか否かを判断する。具体的には、図４（ａ）－（ｂ）のうちの（ｂ）（
狭域放送側）の受信可能地域情報欄１１４に示された地域の中の位置情報とＧＰＳ測位部
２６からの位置情報とを比較して、その比較結果が第１の所定距離以内か否か等の条件に
よって判断する。
【００３７】
　上記判断で、受信可能な狭い領域に分類されている物理チャンネルがあった場合、通知
部４８は、グラフィクス部２２を介してモニタに、その物理チャンネルのデジタル放送信
号を受信可能であることを表示する。これは表示するのでなくオーディオデコーダ部２０
を利用して音声を出してもよい。
【００３８】
　さらに次の処理がなされてもよい。選択部４４は、図４（ａ）－（ｂ）のうちの（ｂ）
（狭域放送側）の受信可能地域情報欄１１４に示された地域の中の位置情報とＧＰＳ測位
部２６からの位置情報とを比較して、その比較結果が前述した第１の所定距離よりも長い
第２の所定距離以内か否か等の条件によって、チャンネルリストにその位置情報が示す所
定の領域内に、もうすぐ受信可能となる狭い領域に分類されている物理チャンネルがある
か否かを判断する。この判断により、もうすぐ受信可能な狭い領域に分類されている物理
チャンネルがある場合、通知部４８は、その物理チャンネルのデジタル放送信号を受信可
能であることを表示する前に、グラフィクス部２２を介してモニタに、当該デジタル放送
信号を受信可能であることを予告する表示をする。これは表示するのでなくオーディオデ
コーダ部２０を利用して音声を出してもよい。
【００３９】
　フラッシュメモリ３６は、地図情報も記憶する。ＣＰＵ３０は、ＧＰＳ測位部２６にお
いて測位した位置情報をもとに、フラッシュメモリ３６ら地図情報を抽出する。グラフィ
クス部２２は、地図情報と位置情報とを合成してモニタに表示する。その結果、カーナビ
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ゲーションシステムの機能が実現される。さらに、グラフィクス部２２は、ＧＰＳ測位部
２６において取得した位置情報をもとに、フラッシュメモリ３６において記憶した地図情
報上において、狭い領域にて放送されるデジタル放送信号を受信可能な領域を表示しても
よい。なお、地図情報は、フラッシュメモリ３６でなくて、図示しないハードディスドラ
イブに記憶されてもよい。
【００４０】
　ここでは、以上のような構成のデジタル放送受信装置１００を搭載した車両が走行して
いる場合を具体的に説明する。図６は、デジタル放送受信装置１００を搭載した車両の走
行状態を示す。ここでは、車両が道路１３０を左から右へ走行しているとする。地域Ｚ１
、Ｚ２は、狭い領域の放送であるエリア・ワンセグメント放送ＡＯＢ１、ＡＯＢ２をそれ
ぞれ受信可能な領域である。ここでは、エリア・ワンセグメント放送ＡＯＢ２の送信電力
が、エリア・ワンセグメント放送ＡＯＢ１の送信電力よりも大きいとする。そのため、地
域Ｚ２は、地域Ｚ１よりも広くなっている。なお、図６では、説明を明瞭にするために、
広域の放送を省略する。
【００４１】
　地域Ｚ１０、Ｚ２０は、地域Ｚ１、Ｚ２の外側に設けられた領域である。例えば、これ
らの半径は、地域Ｚ１、Ｚ２よりも１００ｍ大きくなっている。車両が地域Ｚ１０、Ｚ２
０に入ると、エリア・ワンセグメント放送ＡＯＢ１、ＡＯＢ２をもうすぐ受信可能なるこ
とが予告される。ここで、図１の管理部４２は、狭域放送に対する受信可能地域情報を所
定の半径だけ広げることによって、予告のための領域を導出する。車両は、道路１３０を
左から走行して、地点Ｔ１に到達する。ＧＰＳ測位部２６が地点Ｔ１への到達を検出する
と、選択部４４は、地域Ｚ１０に到達したことを検出する。
【００４２】
　図７は、グラフィクス部２２によって表示される画面を示す。図７において、エリア・
ワンセグメント放送ＡＯＢ１は、Ａガソリンスタンドより送信されている。この時点では
エリア・ワンセグメント放送ＡＯＢ１を受信できないが、もうすぐ受信できるところまで
近づいているので、エリア・ワンセグメント放送ＡＯＢ１を受信可能な領域への接近が音
声によって運転者に予告される。また、図７において、Ａガソリンスタンドの周りが太い
線で囲われており、運転者が視認しやすいように表示される。この時の音声の情報やＡガ
ソリンスタンドという名称と、エリア・ワンセグメント放送ＡＯＢ１との対応づけは、Ｓ
ＤＴのような放送情報や、通信ネットワークから取得される。ここで、エリア・ワンセグ
メント放送ＡＯＢ１が放送されているＡガソリンスタンドに関する広告が前述の情報に含
まれていてもよい。例えば、「本日は満タンの方もれなくティッシューをプレゼント」の
ような音声が出力されればよい。図６に戻る。
【００４３】
　車両は、さらに進行して地点Ｔ２に到達する。地点Ｔ２は、エリア・ワンセグメント放
送ＡＯＢ１を受信可能な地点である。図８は、グラフィクス部２２によって表示される別
の画面を示す。図８では、エリア・ワンセグメント放送ＡＯＢ１の存在がウインドウ１４
０に表示される。運転者がウインドウ１４０に触れると、図８の画面は、エリア・ワンセ
グメント放送ＡＯＢ１の放送画面に切りかわる。なお、図８が表示されている時点であっ
ても、エリア・ワンセグメント放送の音声が出力されていてもよい。図６に戻る。図９は
、地点Ｔ３まで進んだ時のグラフィクス部２２によって表示されるさらに別の画面を示す
。図示のごとく、この段階でエリア・ワンセグメント放送ＡＯＢ１の発信地点を通過する
のでエリア・ワンセグメント放送ＡＯＢ１の情報が消える。また、次に到達すべきエリア
・ワンセグメント放送ＡＯＢ２についても、図６の地点Ｔ５に到達していないので、強調
した表示がされていない。図６に戻る。以上のような受信領域に進入したときの通知は、
広域放送に対してなされず、狭域放送に対してのみなされる。
【００４４】
　図１のチューナ部１２は、選択部４４において選択した物理チャンネルのデジタル放送
信号を受信する。ＣＰＵ３０は、選択部４４における通知および予告の少なくとも一方を
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実行するか否かを設定するための設定部が備えられてもよい。つまり、通知や予告を出力
するか否かが運転者によって設定されてもよい。図１０は、グラフィクス部２２によって
表示される設定画面を示す。図１０では、３つの項目が設定可能であり、これは、デジタ
ル放送受信装置１００に備えられたボタン、リモートコントローラ、タッチパネルにて操
作される。一番上の設定メニューでは、エリア・ワンセグメント放送の領域に近づいた時
に案内をするか否かが設定される。「しない」が選択されると、図７の予告はなされない
。二番目の設定メニューでは、エリア・ワンセグメント放送の受信領域に入った時の案内
をするか否かが設定される。これは、図８の通知に相当する。一番下の設定メニューでは
、エリア・ワンセグメント放送の受信領域に入った時の切換をするか否かが設定される。
図８においてウインドウ１４０が表示された時に、ウインドウ１４０にタッチしなくても
自動的にエリア・ワンセグメント放送ＡＯＢ１の放送に切り替わるか、あるいはウインド
ウ１４０をタッチしないと切り換わらないかが設定される。
【００４５】
　この構成は、ハードウエア的には、任意のコンピュータのＣＰＵ、メモリ、その他のＬ
ＳＩで実現でき、ソフトウエア的にはメモリにロードされたプログラムなどによって実現
されるが、ここではそれらの連携によって実現される機能ブロックを描いている。したが
って、これらの機能ブロックがハードウエアのみ、ソフトウエアのみ、またはそれらの組
合せによっていろいろな形で実現できることは、当業者には理解されるところである。
【００４６】
　以上の構成によるデジタル放送受信装置１００の動作を説明する。図１１は、デジタル
放送受信装置１００によるチャンネルリストの生成手順を示すフローチャートである。チ
ューナ部１２は、チャンネルスキャンを開始する際に、初期チャンネルを１３チャンネル
に設定し、ＣＰＵ３０は、広域の放送用のチャンネルリストと狭い領域の放送用のチャン
ネルリスト両方をクリアする（Ｓ１０）。物理チャンネルの６２チャンネルまでスキャン
が終わっていなければ（Ｓ１２のＮ）、チューナ部１２は、当該物理チャンネルにチュー
ニングする（Ｓ１４）。抽出部４０は、ＴＭＣＣ情報を取得する（Ｓ１６）。取得が成功
すれば（Ｓ１８のＹ）、抽出部４０は、ＰＭＴ、ＮＩＴを取得する（Ｓ２０）。
【００４７】
　取得が成功し（Ｓ２２のＹ）、「ｎｅｔｗｏｒｋ＿ｉｄ」が「０ｘ７ｅ８ｅ」でない場
合（Ｓ２４のＮ）、管理部４２は、広域の放送用のチャンネルリストに情報を登録する（
Ｓ２６）。「ｎｅｔｗｏｒｋ＿ｉｄ」が「０ｘ７ｅ８ｅ」である場合（Ｓ２４のＹ）、管
理部４２は、狭い領域の放送用のチャンネルリストに情報を登録する（Ｓ２８）。取得が
成功しなかった場合（Ｓ１８のＮ）、あるいは取得が成功しなかった場合（Ｓ２２のＮ）
、ステップ２４から２８は、スキップされる。チューナ部１２は、物理チャンネルに１を
追加することによって、次の物理チャンネルに移行し（Ｓ３０）、ステップ１２に戻る。
物理チャンネルの６２チャンネルまでスキャンが終わっていれば（Ｓ１２のＹ）、処理は
終了される。
【００４８】
　本発明の実施例によれば、広域な領域を特定するための情報と、狭い領域であることを
示した情報とに分類しながら、チャンネルリストを管理するので、受信可能なエリアの広
さが異なった複数種類のデジタル放送を受信する場合でも処理を分離できる。また、受信
可能なエリアの広さが異なった複数種類のデジタル放送を受信する場合に、受信可能なエ
リアの広さに応じて処理が分離されるので、それぞれに適した処理を実行できる。また、
受信可能なエリアの広さに適した処理が実行されるので、受信可能なエリアの広さが異な
った複数種類のデジタル放送を受信する場合であっても、ユーザによる処理の煩雑さを抑
制できる。
【００４９】
　また、受信可能地域情報が、狭い領域であることを示した情報である場合に、取得した
位置情報を使用するので、受信可能地域を推定できる。また、取得した位置情報を使用し
て受信可能地域を推定するので、チャンネルリストに受信可能地域が含まれない状況を回
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避できる。また、通信ネットワークを介してチャンネルリストを受けつけた場合、これを
追加して管理するので、対応関係の正確性を向上できる。また、チャンネルリストを予め
管理するので、チャンネルリストをすぐに使用できる。
【００５０】
　また、狭い領域にて放送されるデジタル放送信号を受信可能な場合だけその旨を通知し
た後に、デジタル放送信号を受信するので、受信可能なエリアの広さが異なった複数種類
のデジタル放送を受信する場合であっても、ユーザによる処理の煩雑さを抑制できる。ま
た、狭い領域にて放送されるデジタル放送信号を受信可能な場合だけその旨を通知するの
で、狭い領域にて放送されるデジタル放送信号の存在をユーザに知らしめることができる
。また、広域な領域にて放送されるデジタル放送信号を受信可能な場合には、ユーザへの
通知を省略してデジタル放送信号を受信するので、ユーザによる処理の煩雑さを抑制でき
る。
【００５１】
　また、狭い領域にて放送されるデジタル放送信号を受信可能な領域に近づいた場合に、
その旨を予告するので、狭い領域にて放送されるデジタル放送信号を受信可能な領域に近
づいたことをユーザに早期に知らせることができる。また、狭い領域にて放送されるデジ
タル放送信号を受信可能な領域に近づいたことをユーザに早期に知らせるので、ユーザの
利便性を向上できる。また、通知および予告の少なくとも一方を実行するか否かを設定す
るので、ユーザの好みに合わせた処理を実行できる。また、狭い領域にて放送されるデジ
タル放送信号を受信可能な領域を地図情報上に表示するので、狭い領域にて放送されるデ
ジタル放送信号を受信可能な領域をユーザに容易に認識させることができる。また、狭い
領域にて放送されるデジタル放送信号を受信可能な領域をユーザに容易に認識させるので
、ユーザの利便性を向上できる。
【００５２】
（実施例２）
　本発明の実施例２は、実施例１と同様に、デジタル放送受信装置に関する。実施例２で
は、チャンネルリストが既に存在している場合に、チャンネルスキャン動作が実行される
。つまり、チャンネルスキャンによってチャンネルリストが更新される。ここで、実施例
２に係るデジタル放送受信装置１００は、図２と同様のタイプであるので、説明を省略す
る。
【００５３】
　図１２は、本発明の実施例２に係るデジタル放送受信装置１００によるチャンネルリス
トの生成手順を示すフローチャートである。チューナ部１２は、チャンネルスキャンを開
始する際に、初期チャンネルを１３チャンネルに設定する（Ｓ５０）。物理チャンネルの
６２チャンネルまでスキャンが終わっていない場合（Ｓ５２のＮ）、この地域で広域の放
送が受信できる物理チャンネルでなければ（Ｓ５４のＮ）、チューナ部１２は、当該物理
チャンネルにチューニングする（Ｓ５６）。抽出部４０は、ＴＭＣＣ情報を取得する（Ｓ
５８）。取得が成功すれば（Ｓ６０のＹ）、抽出部４０は、ＰＭＴ、ＮＩＴを取得する（
Ｓ６２）。
【００５４】
　取得が成功し（Ｓ６４のＹ）、「ｎｅｔｗｏｒｋ＿ｉｄ」が「０ｘ７ｅ８ｅ」でない場
合（Ｓ６６のＮ）、管理部４２は、広域の放送用のチャンネルリストへの登録がなされて
いなければ、広域の放送用のチャンネルリストに情報を登録する（Ｓ６８）。「ｎｅｔｗ
ｏｒｋ＿ｉｄ」が「０ｘ７ｅ８ｅ」である場合（Ｓ６６のＹ）、管理部４２は、狭い領域
の放送用のチャンネルリストへの登録がなされていなければ、狭い領域の放送用のチャン
ネルリストに情報を登録する（Ｓ７０）。この地域で広域の放送が受信できる物理チャン
ネルであった場合（Ｓ５４のＹ）、あるいは取得が成功しなかった場合（Ｓ６０のＮ）、
あるいは取得が成功しなかった場合（Ｓ６４のＮ）、ステップ６６から７０は、スキップ
される。チューナ部１２は、物理チャンネルに１を追加することによって、次の物理チャ
ンネルに移行し（Ｓ７２）、ステップ５２に戻る。物理チャンネルの６２チャンネルまで
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スキャンが終わっていれば（Ｓ５２のＹ）、処理は終了される。
【００５５】
　図１２の処理は、図１１の処理と比較して、次の点が異なる。図１２のステップ５０に
おいて、チャンネルスキャンが開始される際に、広域と狭い領域両方のチャンネルリスト
はクリアされず、チューナ部１２は、物理チャンネルを１３チャンネルに設定するだけで
ある。また、図１２のステップ５４において、現在の位置情報を確認し、広域放送に対す
るチャンネルリストの中で現在地で受信できる物理チャンネルであった場合には、チャン
ネルスキャンがなされない。一方、広域放送に対するチャンネルリストの中で現在地で受
信できない物理チャンネルであった場合、チャンネルスキャンがなされる。さらに、図１
２のステップ６８、７０において、管理部４２は、チャンネルスキャンの結果、既に登録
されている放送局であった場合は重複して登録せず、いままで存在していなかった放送局
の時のみ登録する。
【００５６】
　本発明の実施例によれば、既にチャンネルリストが存在している場合に、チャンネルス
キャンを実行しても、重複した処理は省略されるので、処理を簡易化できる。また、処理
が簡易化されるので、チャンネルスキャンの期間を短縮できる。
【００５７】
（実施例３）
　本発明の実施例３は、これまで同様に、デジタル放送受信装置に関する。実施例１では
、狭域放送に対する受信可能地域情報が、ＧＰＳによって測位された位置情報をもとに生
成されている。実施例３は、このような受信可能地域情報を補正する。ここで、実施例３
に係るデジタル放送受信装置１００は、図２と同様のタイプであるので、差異を中心に説
明する。
【００５８】
　管理部４２がＧＰＳ測位部２６において取得した位置情報をもとに、狭い領域を特定す
るための情報を生成した後であっても、補正部４６は、ＧＰＳ測位部２６において新たに
取得した位置情報をもとに、狭い領域を特定するための情報を補正する。補正した情報は
、チャンネルリストに反映される。前述のごとく、チャンネルスキャンを実行しても、狭
域放送に対する受信可能地域情報が含まれていない。そのため、管理部４２は、ＧＰＳ測
位部２６から取得した位置情報をもとに、受信可能地域情報を生成している。つまり、Ｇ
ＰＳ測位部２６から取得した位置情報の周辺が、受信可能地域とみなされる。
【００５９】
　図１３は、本発明の実施例３による補正部４６の補正前の受信可能地域情報に対応した
地域を示す。地点Ｔ１３１においてチャンネルスキャンがなされたときに、狭い領域で受
信可能な放送が受信されたとする。図４（ｂ）の受信可能地域情報欄１１４に対して、地
域Ｚ１３２が設定される。地域Ｚ１３２は、例えば、チャンネルスキャンを行った地点Ｔ
１３１を中心とする半径５０ｍの円である。管理部４２は、このように生成した受信可能
地域情報が仮であることをフラグによって示す。図１４（ａ）－（ｂ）は、本発明の実施
例３によるフラッシュメモリ３６に記憶されるチャンネルリストのデータ構造を示す。図
１５（ａ）は、広域放送に対するチャンネルリストを示し、図４（ａ）と同一である。一
方、図１５（ｂ）は、狭域放送に対するチャンネルリストを示すが、図４（ｂ）とは異な
っている。図１５（ｂ）の受信可能地域情報欄１１４には、仮のものであるというフラグ
の有無も一緒に示される。管理部４２によって生成された受信可能地域情報は、「仮のフ
ラグ有り」と示されており、外部メモリや通信ネットワークから取得された受信可能地域
情報は、正確であるので、「仮のフラグ無し」と示される。
【００６０】
　ここでは、「仮のフラグ有り」の場合に、図１５をもとに、その付近を通過したときの
動作を説明する。図１５は、本発明の実施例３による補正部４６の補正後の受信可能地域
情報に対応した地域を示す。チャンネルスキャンは、前述のごとく、地点Ｔ１３１でなさ
れたので、地点Ｔ１３１が狭域放送の放送地点と仮定されている。しかしながら、実際に
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は、狭域放送が地点Ｔ１３２から放送されている。そのため、本来の受信可能地域情報は
、地域Ｚ１３４とされるべきである。仮のフラグがついている場合、前回のチャンネルス
キャンを行った地点Ｔ１３１を中心とした半径２００ｍの円が地域Ｚ１３３とされ、これ
が、仮想的に受信の可能性がある地域になる。半径２００ｍは、通常の小電力のエリア・
ワンセグメント放送の届く範囲である半径１００ｍよりも大きく設定する。
【００６１】
　図１５のような道路１３０で、車両が左から右へ走行する場合、地点Ｔ１３５において
、地域Ｚ１３３に進入することが認識される。デジタル放送受信装置１００では、地点Ｔ
１３５から、地点Ｔ１３１で受信した狭い領域で受信可能なエリア・ワンセグメント放送
の物理チャンネルにチューニングする。そのうち本来の受信ができる地域Ｚ１３４に地点
Ｔ１３３でさしかかる。ここで受信ができたことを認識し、そのまま進むと今度は、地点
Ｔ１３４で本来の受信ができる地域Ｚ１３４から外れるので、受信できなくなる。そこで
、デジタル放送受信装置１００は、補正された受信可能の地域Ｚ１３５をＴ１３３とＴ１
３４を直径とする円の地域Ｚ１３５として設定し、補正された地点Ｔ１３６をその中心と
する。これを新たに図１４（ｂ）のチャンネルリストで受信可能地域情報として新たに記
憶する。なお、ここでもあくまでも仮想的な受信地域なので、仮のフラグは有りのままと
する。
【００６２】
　図１６は、本発明の実施例３に係るデジタル放送受信装置１００による受信可能地域情
報の補正手順を示すフローチャートである。ＧＰＳ測位部２６は、現在走っている位置情
報を取得する（Ｓ１００）。現在の位置情報がチャンネルリストのうちの仮のフラグが有
りとなっている地域に入っていなければ（Ｓ１０２のＮ）、ステップ１００に戻る。現在
の位置情報がチャンネルリストのうちの仮のフラグが有りとなっている地域に入っている
場合（Ｓ１０２のＹ）、チューナ部１２は、その物理チャンネルにチューニングして受信
できる準備をしておく（Ｓ１０４）。これは、図１５において地点Ｔ１３５において、チ
ャンネルリストに登録されている受信可能地域情報で仮のフラグが有りとなっている地域
Ｚ１３３に入るときに、地域Ｚ１３３で使用されている４０チャンネルにチューニングす
ることに相当する。
【００６３】
　受信できるまで待機し、受信できた地点をｔ１とする（Ｓ１０６）。これは、図１５に
おける地点Ｔ１３３に相当する。受信できなくなるまで待機し、受信できなくなった地点
をｔ２とする（Ｓ１０８）。これは、図１５における地点Ｔ１３４に相当する。補正部４
６は、ｔ１とｔ２を直径とする円を補正された受信可能地域とする（Ｓ１１０）。これは
、図１５における地点Ｔ１３３と地点Ｔ１３４を直径とする円の地域Ｚ１３５に相当する
。管理部４２は、補正された受信可能地域を新たにチャンネルリストの受信可能地域情報
として記憶する（Ｓ１１２）。
【００６４】
　本発明の実施例によれば、新たに取得した位置情報をもとに、狭い領域を特定するため
の情報を補正するので、受信可能地域の正確性を向上できる。また、デジタル放送信号の
受信状況をもとに、受信可能地域を補正するので、受信可能地域の正確性を向上できる。
【００６５】
　以上、本発明を実施例をもとに説明した。この実施例は例示であり、それらの各構成要
素や各処理プロセスの組合せにいろいろな変形例が可能なこと、またそうした変形例も本
発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。
【００６６】
　実施例１から３の任意の組合せも有効である。本変形例によれば、実施例１から３の任
意の組合せによる効果が得られる。
【００６７】
　実施例１から３において、狭い領域で受信可能な放送として、エリア・ワンセグメント
放送を例示している。しかしながらこれに限らず例えば、狭い領域で受信可能な放送が、
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フルセグメント放送であってもよく、あるいは別方式の放送であってもよい。本変形例に
よれば、さまざまな放送信号に本発明を適用できる。
【００６８】
　実施例１から３において、ひとつのＣＰＵ３０が含まれている。しかしながらこれに限
らず例えば、２つ以上のＣＰＵ３０が備えられ、それらが連携して動作してもよい。本変
形例によれば、処理能力を向上できる。
【符号の説明】
【００６９】
　１０　ＵＨＦアンテナ、　１２　チューナ部、　１４　デスクランブラ部、　１６　デ
マルチプレクサ部、　１８　ビデオデコーダ部、　２０　オーディオデコーダ部、　２２
　グラフィクス部、　２４　デマルチプレクサ用ＲＡＭ、　２６　ＧＰＳ測位部、　２８
　スイッチ検出部、　３０　ＣＰＵ、　３２　ＲＯＭ、　３４　ＲＡＭ、　３６　フラッ
シュメモリ、　３８　ＲＴＣ、　４０　抽出部、　４２　管理部、　４４　選択部、　４
６　補正部、　４８　通知部、　１００　デジタル放送受信装置。

【図１】 【図２】
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【図８】
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